
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下から上に使って，書くことを整理して主張を明確にすることができ

る。また，上から下に使って，主張を伝えるために書くことを焦点化す

ることができる。 

  

ピラミッドチャート 

【使い方】 

〈下から上に考える場合〉 

①１番下の階層に，集めた情報や思いつくアイディアをなるべくたくさ

ん書き入れさせる。文ではなく，短く情報やアイディアを象徴するよ

うに書かせる。 

②書き出したことを見ながら，焦点をあてることや主張の方向性を決め

させる。 

③焦点化することと関係しそうな情報やアイディアを２番目の階層に

書 

かせる。 

④２番目の層に書いたことを確認しながら，それらが主張にうまく組み

込まれるような表現で，１番上の層に主張を書き入れさせる。 

 

〈上から下に考える場合〉 

①１番上の階層に，主張したいことを書き入れさせる。 

②２番目の階層に，その主張を支える意見などを書き込ませる。 

③３番目の階層に，上の事実及び事実や意見を具体的に裏付ける事実や

データを書き入れさせる。 

④「３番目の階層に書かれた事実やデータを使いながら，２番目の階層

の意見についてまとめる部分」「２番目の階層の事実や意見を使って，

主張する部分」をうまく配置して，全体の主張をつくる。 
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